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［成果情報名］中山間小規模農家仕様の飼料イネ用小型ロールベーラ

［要約］ 条刈り自脱型コンバインをベース機とした中山間の小区画な圃場用の飼料イネ2
用小型ロールベーラを開発した。
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［背景・ねらい］

軟弱な圃場条件でも安定して飼料イネの刈取りと梱包作業ができる飼料イネ用ロールベ

ーラを開発し，平成 度から実用化さている。本機は 条刈り自脱型コンバインをベー12 5
ス機としており，主にオペレータ組織への導入を目的として開発したものである。そのた

め，機体寸法が大きく，価格面からも中山間の小規模な畜産農家の個別経営には対応でき

ない場合がある。そこで，小区画な圃場条件で，小規模畜産農家が個別に導入できること

を開発目標に飼料イネ用ロールベーラの小型化を図る。

［成果の内容・特徴］

開発した飼料イネ用小型ロールベーラも 条刈り自脱型コンバインをベース機とした飼5
料イネ用ロールベーラ（以下， 条刈り型）と同様に， 条刈りの自脱型コンバインをベ5 2

， （ ）。ース機として 脱穀部の替わりに直径 のベール成形室を搭載したものである 図50cm 1
１．本機の基本構造は 条刈り型と同様であるが（表 ，特に自脱型コンバイン側の縦5 1）
搬送チェーンから受け渡される材料イネの搬送方法は，自脱型コンバインの脱穀部へ

の搬送方法と同様に下送り駆動のチェーン（チャンバ搬送チェーン）を採用してある

（ 条刈り型は上送り 。この機構により刈取られた材料イネは安定してチャンバ搬送5 ）

チェーンに受け渡され，成形室へ供給することができる。

２．本機も 条刈り型と同様に切断機構を搭載しているが， 条刈り型の切断装置はディ5 5
スクカッタを利用したのに対して，低コスト化を目的に市販ロールベーラの切断機構

をそのまま利用している （表 。。 ）1
5 5３．本機は 条刈り型よりも刈取り条数が少なく，作業速度も遅いことから作業能率は

条刈り型が約 分 ａに対して 分 ａである。またベール寸法も小さいことか34 /10 105 /10
ら個数も ａ当たり 個程度が成形される。但し，工程別作業割合を 条刈り型と10 80 5
比較すると，ほぼ同様な作業工程の割合となっている（表 。2）

４．本機を用いて成形した飼料イネのロールベールの形状は，質量が約 ，ベール寸30kg
法はφ × と小さく，乾物梱包密度は約 ｍ である。また，平均切断長は50 76cm 90kg/ ３

切断機構の構造上，バラツキもディスクカッタより大きいものの，約 に切断さ35cm
れている（表 。3）

［成果の活用面・留意点］

１．圃場区画が小さい中山間の小規模な畜産農家の飼料イネの収穫作業に活用できる。

２．ベール個数が多くなるため，そのハンドリングと輸送方法を検討する必要がある。

３．成形ベールの密封作業には小型ラッピングマシンを利用することが望ましい。




